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《万葉集入門》

内容概要

自然の偉大な姿を率直に表現し、人間の生きのびる喜び、悲しみ、苦しみを高らかにうたった万葉
集は古代から日本人の心にしみこみ、長く親しまれ、愛されてきた不朽の古典である。また、その
「ますらおぶり」はたんに文学だけでなく、思想や芸術にもはかりしれないほどの影響を与えつづ
けてきた。本書は幼いころから万葉に接し、以来50年万葉を研究しつづけてきた斯界の第一人者が
人麻呂、赤人、家持、憶良、旅人などの名歌を自由に引用し、歴史、風土、人生観などのさまざま
な角度から日本の抒情詩のふるさとを訪ねた意欲の書であり、また万葉をひもとく人々へのもっと
も適切な入門書である。
万葉人の愛──万葉時代人の人間的自覚は、人間を愛することと、人間の死を悲しむことに切実に
現れています。万葉集の歌の分類が恋の歌などを贈答する相聞、葬式のときにうたう挽歌を2つの
主軸として、これ以外の種々の場合を雑歌としているのは、愛と死とが、人間にとって最も重大な
点であると考えたからでしょう。万葉時代は、すべてのものを愛するところから出発します。相聞
はわれと他人との贈答をさしていますが、その中心となるのは男女の恋愛です。しかしそれだけで
なく、親兄弟の贈答の場合も相聞といわれます。この点が古今集以降においては恋愛に限られてし
まうのと相違しています。──本書より
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